
都市活動調査 集計結果概要

１）調査内容

・ 住民のある一日について，「どのような人が」，「どのよう

な目的で」，「どこからどこへ」，「どのような交通手段で」

移動したかなどの「移動」に関する実態を調査

・ 在宅勤務やネットショッピングなど，移動を伴わない住民の

「活動」に関する実態を調査

２）調査範囲

・ 宇都宮市，芳賀町

３）調査方法

・ 対象世帯に対し郵送でＷＥＢによる調査を依頼し，ＷＥＢ

での回答がない世帯に対して，改めて紙の調査票を郵送し，

回答を依頼する。

４）調査時期

・ 次の平日のいずれか１日

令和４年９月２８日（水）～１１月１７日（木）

※ およそコロナ禍における第７波から第８波への転換期

５）調査票の有効回収率

発送数
（世帯）

返送数
（世帯）

返送率
有効回収数
（世帯）

有効回収率
（世帯）

20,150 5,802 28.8% 5,724 28.4%

６）ＷＥＢ回答率

ＷＥＢ調査票
(世帯票の有効回収数)

紙調査票
(世帯票の有効回収数)

ＷＥＢ回答率

2,755 2,969 48.1%

７）過去の同様の調査

平成４年 宇都宮都市圏総合都市交通体系調査

平成２６年 県央広域都市圏生活行動実態調査

調査の概要

※ 返送率 ：発送した調査票に対して返送された調査票の割合
※ 有効回収率：返送された調査票の内容をチェックし，記載されている内容

が有効かどうか判断した結果得られた有効回収数の割合
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１）外出率・トリップ原単位（市・町全域）

・ 外出率やトリップ原単位を過去の調査と比較すると，ほぼ全ての性・年齢階層において減少傾向にある。

これは，コロナ禍の影響を含めた全国的な傾向を反映したものと考えられる。

【図：男女別外出率の変化】 【図：年齢階層別外出率の変化】

１．基礎的な交通特性

※ 外出率 ：調査対象者に占める，調査日に外出をした人の割合
※ トリップ ：人がある目的を持ってある地点からある地点へ移動する単位
※ トリップ原単位：1人1日あたりのトリップの回数

－7.7％ －6.4％－5.1％
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【図：男女別トリップ原単位の変化】 【図：年齢階層別トリップ原単位の変化】
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【図：トリップ原単位の全国的な傾向】
（出典：国土交通省「第７回全国都市交通特性調査」）

[参考：全国的な傾向]
全国的に見ても，トリップ原単位は減少傾向にある。

－0.59回 －0.49回－0.39回

全国的な傾向を反映
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２）代表交通手段分担率

・ 代表交通手段分担率を過去の調査と比較すると，鉄道やバスなどの公共交通の割合は微減（－0.5％）し，自動車

の割合は微増（＋2.0％）している。

・ 全国的な傾向では，自動車の代表交通手段分担率は増加傾向が収まりつつあったが，近年地方都市圏で再び増加

傾向にあり，コロナ禍等の影響を受けているものと考えられる。

【図：代表交通手段分担率の変化（市・町全域）】
※ 発生集中量ベース

【図：代表交通手段分担率の変化（宇都宮市居住者）】

【図：代表交通手段分担率の変化（芳賀町居住者）】

１．基礎的な交通特性

－0.5％ ＋2.0％

※ 代表交通手段分担率：利用している交通手段の構成比率
発生集中量 ：ある地域から出発したトリップ数（発生量）と

その地域に到着したトリップ（集中量）の合計
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[参考：全国的な傾向]
地方都市圏では，自動車の代表交通手段分担率は増加傾向が収まりつつあっ

たが令和3年（2021年）には再び増加傾向にある。
令和3年度に国土交通省が行った調査では，新型コロナ感染症の影響を受け，

全国の27%，地方都市圏の29%が自動車の利用を増やしたいと回答している。

【図：地方都市圏における代表交通手段分担率の変化（平日）】

（出典：国土交通省「第７回全国都市交通特性調査」）
【図：交通手段の利用に対する意識】

（出典：国土交通省「R3年度新型コロナ感染症の影響下における生活行動調査」）

58.4

58.8

61.1
２９％

合計
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３）目的別トリップ原単位（市・町全域）

・ 目的別のトリップ原単位を過去の調査と比較すると，業務のトリップ原単位が大きく減少（－56％）している。

・ 全国的なトレンドで見ても業務目的のトリップ原単位は減少しており，全国的な傾向を反映したものと考えられる。

その背景には，コロナ禍等によるウェブ会議の増加やその他業務上のコミュニケーションの電子化等があると考えられる。

１．基礎的な交通特性

【図：目的別トリップ原単位の変化】

【図：目的別トリップ原単位の全国的な傾向】
（出典：国土交通省「第７回全国都市交通特性調査」）

【図：オンラインコミュニケーションツール
（Microsoft Teams及びZoom）の利用状況】
（出典：総務省「令和3年版情報通信白書」）

[参考：全国的な傾向]
全国的に見ても，業務目的のトリップ原単位は減少傾向にある。また，オンラインコミュニ

ケーションツールの利用者は近年急増している。

－56％

－5％

－20％

－15％

－21％

全国的な傾向を反映
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２．活動調査

【図：年齢階層別デジタルコンテンツの利用時間割合】
【図：年齢階層別インターネット利用状況】

（出典：総務省「令和４年通信利用動向調査」）

[参考：全国的な傾向]
全国的に見ても，10代後半から40代にかけての若年層においてインター

ネット利用率が高い。

１）デジタルコンテンツの利用の状況（市・町全域）

・ デジタルコンテンツの利用時間20～30代などの比較的若い層ほど

値が大きい傾向にある。全国な傾向を見ても，若年層においてイン

ターネット利用率が高い。
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【図：年齢階層別調査日のネットショッピング利用割合（日用品）】
【図：調査日のネットショッピング（日用品＋日用品以外）

利用状況別トリップ原単位】

１）ネットショッピング利用の状況（市・町全域）

・ ネットショッピング実施割合は20～30代などの比較的若い層ほど値が大きい傾向にある。

・ 調査日にネットショッピングを利用した人のトリップ原単位は2.31 (回/日)で利用しなかった人のトリップ原単位の

2.02 (回/日)と比較して大きい。

２．活動調査
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２．活動調査

【図：調査日の在宅勤務実施状況別トリップ原単位】

【図：在宅勤務実施状況別トリップ原単位の全国的な傾向】
（出典：国土交通省「第７回全国都市交通特性調査」）

[参考：全国的な傾向]
全国的に見ても，通勤者と比較して在宅勤務実施者

のトリップ原単位は小さい。

２）在宅勤務の状況（市・町全域）

・ 年齢階層別に見ると，在宅勤務実施割合は30代において9.5%で最も高い。

・ 在宅勤務を実施した人のトリップ原単位は1.15(回/日)で，在宅勤務を

実施せずに通勤した人のトリップ原単位の2.56(回/日)と比較して小さい。

・ 全国的に見ても，通勤者と比較して在宅勤務を実施した人のトリップ原

単位は小さい。

全国的な傾向を反映

【図：年齢階層別調査日の在宅勤務実施割合】
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３）オンライン授業の状況（市・町全域）

・ 高校生・大学生のオンライン授業実施割合は5～10%程度である。

・ オンライン授業を実施した人のトリップ原単位は0.45(回/日)で，オンライン授業を実施せずに通学した人のトリップ

原単位2.30(回/日)と比べて小さい。

２．活動調査

【図：調査日のオンライン授業実施状況別トリップ原単位
（高校生・大学生）】

【図：男女別調査日のオンライン授業実施割合
（高校生・大学生）】

オンライン授業実施者 通学者(オンライン授業なし)
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２．活動調査

【図：調査日の育児・介護・看護等の実施状況別
トリップ原単位（20歳以上）】【図：性別年齢階層別調査日の育児・介護・看護等の実施割合（20歳以上）】

４）育児・介護・看護等の状況（市・町全域）

・ 年齢階層別に見ると，30～40代において育児・介護・看護等の実施割合が高く，いずれの年齢階層においても女性の

実施割合の方が高い。

・ 育児・介護・看護等を実施した人の方が，トリップ原単位が大きい。


